
結結婚婚ににかかかかるる費費用用はは平平均均442211万万円円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候の良いこれからの季節

は結婚式のシーズンです。と

くに６月（ジューン・ブライ

ド）は、女性にとって特別な

月であり、式を挙げるカップ

ルも増えています。最近は、

レストランを借り切っての挙

式とパーティ、ゲストハウス

や多目的ホールなどの部屋だ

けを借りて自由にプロデュー

スするセルフウエディングな

ども人気のようです。 

ただ、晩婚化の流れは依然

変わっていないようで、厚生

労働省の「人口動態統計」に

よれば、2007年に結婚した夫

婦の数は約72万組、結婚時（初

婚）の平均年齢は、前年より

さらに伸び、男性が30.1歳、

女性が28.3歳となっています。

1975年では男性が27.0歳、女

性が24.7歳でしたから、約30

年間で、それぞれ３歳以上も

上昇しています。 

「いずれは…」もしくは「も

うすぐ…」と考えている方、

また将来の子どもの結婚資金

の援助を考えている親世代に

とって、やはり気になるのが、

一体どれくらいの費用がかか

るのかということです。 

リクルート発行の結婚情報

誌が調査した「ゼクシィ結婚

トレンド調査2008」によれば、

結婚・結納から新婚旅行まで

にかかった費用総額の平均は

421万円となっています。その

うち挙式、披露宴・披露パー

ティ費用は317万円で、招待客

１人あたりでは4.9万円です。

この費用は新婚旅行までのも

ので、これに家具・家電製品

の購入や引っ越しなどの費用

が必要です。「ゼクシィ新生活

準備調査2008」では、新婚カ

ップルの新生活準備費用の総

額は141万円となっており、結

婚費用と合わせると562万円

にのぼります。一方、親・親

族から援助があった人は約８

もあり、援助があった人の援

助額の平均は199万円です。 

「結婚」は将来のライフプ

ランを考えるうえで大変重要

なイベントのひとつです。幸

せな結婚生活を送るためにも、

早めに計画を立て、準備をし

ておくことをおすすめします。 

新生活の準備に141万円 
８割が親・親族から援助 

 


